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西宮市芸術祭西西宮宮市市芸芸術術祭祭

１０
月
１１
日
午
後
１
時
か
ら
市

民
会
館
ア
ミ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
、

「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
日
本
の
伝
統
美
を

じ
っ
く
り
と
身
近
で
感
じ
て
く

だ
さ
い
。
入
場
無
料
。
要
整
理

券
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お

り
。
敬
称
略
。

《
第
一
部
》

☆
仕
舞
（
し
ま
い
）

能
の

略
式
演
奏
の
一
つ
で
、
謡
（
う

た
い
）
だ
け
で
囃
子（
は
や
し
）

を
伴
わ
ず
、
能
の
一
部
分
の
み

を
舞
い
ま
す
▽
「
松
虫
」
…
ク

セ
・
山
村
啓
雄
▽
「
井
筒
」
…

山
本
勝
一
▽
「
阿
漕
」
（
あ
こ

ぎ
）
…
泉
嘉
夫

☆
能
「
葵
上
」
（
あ
お
い
の

う
え
）
…
シ
テ
・
�
井
順
一
、

ツ
レ
・
�
井
基
晴
、
ワ
キ
・
福

王
茂
十
郎
、
ワ
キ
ツ
レ
・
福
王

和
幸
、
ア
イ
・
善
竹
隆
司

「
源
氏
物
語
・
葵
の
巻
」
を

題
材
に
し
た
作
品
。
光
源
氏
の

正
妻
・
葵
上
に
つ
く
物
の
怪
の

正
体
を
知
る
た
め
、
巫
女
を
呼

び
ま
す
。
源
氏
の
愛
人
で
あ
っ

た
六
條
の
御
息
所
の
生
き
霊
が

現
れ
、
葵
上
を
打
ち
た
た
き
す

る
が
、
変
わ
り
果
て
た
我
が
身

を
恥
じ
て
姿
を
消
し
ま
す
。
た

だ
な
ら
ぬ
様
子
に
、
横
川
の
小

聖
を
呼
ん
で
祈
祷
を
行
う
と
、

鬼
女
に
な
っ
た
御
息
所
の
怨
霊

が
再
び
現
れ
る
が
、
小
聖
の
法

力
に
祈
り
伏
せ
ら
れ
、
心
を
和

ら
げ
成
仏
し
ま
す
。

《
第
二
部
》

日
本
舞
踊

☆
長
唄
「
老
松
」

藤
間
志

揮
城
。素
踊
り
の
ご
祝
儀
曲
で
、

老
松
の
め
で
た
さ
か
ら
始
ま
り
、

松
に
ち
な
ん
だ
風
景
や
風
俗
な

ど
が
変
化
の
あ
る
曲
調
で
展
開

さ
れ
ま
す
。
渋
さ
と
華
や
か
さ

が
う
ま
く
配
分
さ
れ
、
三
味
線

の
技
巧
も
変
化
に
富
み
、
振
り

の
変
化
に
洗
練
さ
れ
た
さ
わ
や

か
さ
が
あ
り
ま
す

☆
清
元「
お
祭
」

若
柳
怜
。

山
王
神
社
の
祭
礼
で
、
猿
と
鶏

の
山
車
が
先
頭
で
出
た
こ
と
に

ち
な
み
、
通
称
「
申
酉
」
と
い

い
ま
す
。
祭
で
ほ
ろ
酔
い
気
分

の
鳶
の
頭
と
芸
者
の
恋
模
様
を

軸
に
、
祭
の
に
ぎ
わ
い
や
楽
し

さ
を
表
現
し
ま
す
。
江
戸
の
行

事
や
風
俗
を
う
か
が
え
る
興
味

深
い
踊
り
で
す

☆
長
唄
「
操
三
番
叟
」
（
あ

や
つ
り
さ
ん
ば
そ
う
）

花
柳

橘
叟
。
糸
操
り
の
人
形
仕
立
て

で
三
番
叟
が
踊
る
と
い
う
発
想

で
す
。
人
形
箱
か
ら
三
番
叟
が

引
き
出
さ
れ
、
操
り
糸
が
途
中

も
つ
れ
た
り
、
切
れ
て
キ
リ
キ

リ
舞
っ
た
り
し
ま
す
。
リ
ズ
ミ

カ
ル
で
テ
ン
ポ
も
早
く
、
お
も

し
ろ
い
振
り
に
な
っ
て
い
ま
す

☆
長
唄
「
鷺
娘
」
（
さ
ぎ
む

す
め
）

花
柳
楽
稜
。
雪
が
降

る
真
夜
中
の
水
辺
に
白
無
垢
姿

の
美
し
い
娘
が
し
ょ
ん
ぼ
り
と

立
っ
て
い
ま
す
。
白
鷺
の
化
身

な
の
で
す
が
、
一
転
し
て
江
戸

娘
に
変
わ
り
、
ク
ド
キ
や
傘
づ

く
し
の
踊
り
、
終
わ
り
は
地
獄

の
セ
メ
に
苦
悩
す
る
と
い
う
巧

み
な
曲
趣
と
相
ま
っ
て
優
れ
た

組
立
て
で
す

市
と
教
育
委
員
会
、
西
宮
市
文
化
振
興

財
団
、
西
宮
芸
術
文
化
協
会
は
、
１０
月
か

ら
１１
月
に
か
け
て
「
西
宮
市
芸
術
祭
」
を

開
催
し
ま
す
。
古
典
芸
能
や
音
楽
、美
術
、

文
芸
作
品
な
ど
を
披
露
し
ま
す
の
で
、
ご

た
ん
の
う
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
は
同
財
団

（
０
７
９
８
・
３
３
・
３
１
１
１
）
へ
。

１０
月
５
日
午
後
７
時
か
ら
市

民
会
館
ア
ミ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
、

「
ア
ミ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ピ
ア
ノ
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
二
部
構
成
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
場
無

料
。
要
整
理
券
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略
。

☆
第
Ⅰ
部

ピ
ア
ノ
・
黒
瀬

紀
久
子
。
曲
目
は
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
「
デ
ュ
ポ
ー
ル
の
メ
ヌ
エ

ッ
ト
に
よ
る
９
つ
の
変
奏
曲
」、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
楽
興
の
時

３
番
」
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
―
リ

ス
ト
の
「
セ
レ
ナ
ー
デ
」
、
シ

ョ
パ
ン
の
前
奏
曲
「
雨
だ
れ
」

ほ
か

☆
第
Ⅱ
部

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
�
橋
満
保
子
、
ピ
ア
ノ
・
黒

瀬
紀
久
子
。
曲
目
は
フ
ォ
ー
レ

の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ

の
た
め
の
ソ
ナ
タ
第
１
番

イ

長
調
」、
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の「
カ
ン

タ
ー
ビ
レ
」、
ポ
ン
セ
の「
エ
ス

ト
レ
リ
ー
タ
」
、
サ
ラ
サ
ー
テ

の
「
序
奏
と
タ
ラ
ン
テ
ラ
」

黒
瀬
紀
久
子
さ
ん
は
、
西
宮

市
出
身
。
国
内
で
は
大
阪
を
中

心
に
、
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
で
リ

サ
イ
タ
ル
を
開
催
。
ソ
ロ
、
室

内
楽
、
伴
奏
の
分
野
で
幅
広
く

活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
本
演
奏

連
盟
、
西
宮
芸
術
文
化
協
会
な

ど
会
員
。

�
橋
満
保
子
さ
ん
は
、
東
京

や
大
阪
を
は
じ
め
各
地
で
リ
サ

イ
タ
ル
活
動
。
室
内
楽
の
分
野

で
も
活
躍
。
神
戸
女
学
院
大
学

講
師
や
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
員
な
ど
を
務
め
る
。

日
本
演
奏
連
盟
、
西
宮
芸
術
文

化
協
会
な
ど
会
員
。

※整理券は、市役所本庁舎１階総合案

内所横、市民会館、各支所・市民サービ

スセンター・公民館などで配布していま

す�教育文化センター（市民ギャラリー）
には駐車場がありません。電車・バスな

どを利用してご来場ください

西
宮
芸
術
文
化
協
会
の
文

芸
部
門
会
員
に
よ
る
文
芸

「
表
情
」
の
第
１０
号
が
、
１０

月
１
日
に
発
行
さ
れ
ま
す

（
Ａ
５
判
、
７２
ペ
ー
ジ
）
。

市
民
会
館
で
１
冊
５
０
０
円
で

販
売
さ
れ
ま
す
。

俳
句
や
短
歌
、
詩
、
エ
ッ
セ

イ
の
作
品
２３
点
を
掲
載
。
西
宮

の
作
家
の
豊
か
な
表
現
力
を
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
執
筆
者

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
敬
称

略
。執

筆
者
…
井
上
美
地
、
江

川
虹
村
、
香
山
雅
代
、
神
田

さ
よ
、
児
玉
勅
顕
、
小
林
重

樹
、
佐
野
博
美
、
紫
野
京

子
、
芝
淵
田
鶴
子
、
菅
原
星

夫
、
谷
田
寿
郎
、
鳥
巣
郁

美
、
山
南
律
子
▽
巻
頭
エ
ッ

セ
イ
…
多
田
智
満
子
▽
挿
画

…
内
山
博
司

１１
月
３
日
か
ら
１１
日
ま
で
（
５
日
は
休
み
）
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
西
宮
の
作
家
１
６
１
人
の

近
作
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
時
間
は
午
前
１０
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
１１
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

で
す
。
入
場
無
料
。

西
宮
芸
術
文
化
協
会
の
洋
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
日

本
画
・
書
道
・
写
真
・
彫
塑
・
工
芸
の
７
部
門
の

作
家
が
、
近
作
を
披
露
し
ま
す
。
感
性
あ
ふ
れ
る

作
品
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１１
月
１１
日
に
各
部
門
ご
と
の
作
品
解
説
を
行
い

ま
す
。
時
間
は
、
洋
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
日
本
画
・

彫
塑
が
午
後
１
時
か
ら
、
書
道
・
写
真
・
工
芸
が

午
後
２
時
半
か
ら
で
す
。

１６１人の近作展

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
調
べ
優
雅
に

感性あふれる作品群

ア
ミ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

１１
月
１１
日
は
特
別
鑑
賞
日

西宮の
作家

黒瀬紀久子�橋満保子

古典芸能鑑賞会

多彩なアートの競演
ごたんのうください

伝統の美じっくりと

藤間志揮城

若柳 怜

花柳橘叟

花柳楽稜

豊
か
な
表
現
力
味
わ
っ
て

文
芸「
表
情
」を
発
行

源
氏
物
語
・
葵
の
巻
を
題
材
に
し
た
能
「
葵
上
」
の
一
場
面

（５） 平成１３年（２００１年）９月２５日


